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リバイバルに向けて超教派で交わり、
聖霊に満たされ、行動を起こす場と
して神様が与えて下さったのだと強く
思わされています。これから、神様
は何をなそうとされているのか、期待
で心が躍ります。
　教会と宣教団体が協力し、一致し
て「神の御国」の実現に向けて前進
して行きましょう。TPCは、宣教団体
の一つとしてその与えられた役目を
忠実に果たしていきます。あなたも、
是非一度、お気軽にTPCにお越し下
さい。
　「日本のリバイバル」 は決して遠く
ありません。

　日本のクリスチャンは人口の１%
にも届かないのが現状です。その様
な状況を打破するためには、クリス
チャン一人ひとりが聖霊に満たされ
て、所属教会や置かれた場所で福音
をしっかりと宣べ伝えなくてはなりま
せん。そのために一人ひとりの聖霊
の力を増し加え、日本のリバイバル
を目指して、神様は2011年11月、東
京・お茶の水に、「東京プレヤーセン
ター」（TPC） を設立されました。
　TPCでは毎日、礼拝と祈りが捧げら
れています。「お昼の礼拝」は、教団、
教派を超えた教職者、また、ビジネ
スマンの方々が日替わりでメッセージ
の奉仕をして下さっており、その数は
370人以上、女性のメッセンジャーも
80人を超えています。また、「朝夕の
祈り会」に加えて、「祈りの学校」、「お
茶の水朝祷会」も行なわれ、祈りの

体制も充実しています。
　更に、その様な活動とあわせて、
午前、午後のそれぞれの時間帯には
８つの教会が礼拝を俸げ、また、バ
イブルスタディ、手話教室、賛美フ
ラ教室、読書会など多くの集会も開
かれています。
　その様な活動の中で、クリスチャ
ンが聖霊に満たされて元気が与えら
れ、着々と神様のご計画が前進して
いることを感じさせられています。
　そして、昨年11月の５周年を機に、
神様は二つ目の新しいチャペルもス
ター卜されました。
　そのチャペルは、教職者の方々が

東京プレヤーセンター（TPC）
代表／チャプレン　和 氣 敏 治

「日本のリバイバル」は遠くありません

TPCスタッフ 365日礼拝会場



伝団協　新年会報告

謝
を
込
め
て
伝
団
協
役
員
か
ら
、
優
勝

チ
ー
ム
に
は
豪
華
景
品
を
、
ま
た
参
加

者
全
員
に
景
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
各
団
体
の
活
動
報
告
や
今
年

の
予
定
を
分
か
ち
合
い
、
祈
り
合
う
時

を
持
ち
、
宣
教
の
業
を
進
め
る
た
め
の

大
き
な
励
ま
し
を
受
け
る
時
と
な
り
ま

し
た
。

　
各
チ
ー
ム
に
牧
師
と
信
徒
が
混
ざ
り

合
い
、
聖
書
を
思
い
出
し
な
が
ら
答
え

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
全
員
正
解
す
る

問
題
も
あ
れ
ば
、
答
え
が
分
か
れ
る
時

も
あ
り
、
聖
書
を
違
う
視
点
か
ら
見
直

す
時
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
の
ボ
ー
ナ

ス
問
題
で
は
劇
的
な
逆
転
が
あ
り
白
熱

し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
の
感

　
2
0
1
7
年
1
月
20
日
に
、
伝
団
協

新
年
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
約
20
名
が
参
加
し
、
賛
美
を
通
し
て

心
を
一
致
さ
せ
、
姫
井
先
生
に
よ
る
御

言
葉
の
分
か
ち
合
い
で
、
励
ま
さ
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は

日
本
聖
書
協
会
が
開
催
し
て
い
る
聖
書

ク
イ
ズ
大
会
を
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

日
時
●
2
0
1
7
年
1
月
20
日
（
金
）
午
後
2
時
～
4
時
ま
で

〈
報
告
〉
日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構
　
福
地
麻
美
（
書
記
役
員
）

伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
　
新
年
会 

報
告
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総動員伝道
連絡先　

〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台2-1 　
　OCC 205号室
    TEL 03-3291-5035    代表：姫井雅夫

●すべての人に福音を　
●すべてのクリスチャンを良い証人に
●すべての教会の建て上げを

全日本リバイバルミッション
連絡先　

〒441-1307 愛知県新城市富沢407-1
TEL 0536-23-6712 　
E-メール office@j-revival.com
代表：有賀喜一　

日本および世界のリバイバルと
滅びゆく魂の救い！

団体紹介

メッセージ

クイズ大会

新年の抱負



●日本華人教会の相互連携
●華人教会の一致と発展
●在日中国人クリスチャンの増加！

フェイスブック
https://www.facebook.com/kumamotoshien/?fref=ts

ホームページ
http://kyusyuchristdrc.wixsite.com/kumamoto

伝団協　熊本レポート
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日本CGNTV
連絡先　

〒169-0073 東京都新宿区百人町2-23-46
 　OKUBO23番館 2階
TEL 03-5338-6620　
代表者：キム・チャンホ

地の果てまで福音を伝える
日本CGNTV

日本華人クリスチャンセンター
連絡先　

連絡先：http://tokyo-jcc.com/
日本華人基督徒中心
FB：https://www.facebook.com/
　　　　　　　　　　chinesechristianinjapan/　
代表：朴樹民

散乱しているごみ処理ボランティア

熊本ベーススタッフ

支援はまだまだ必要―　
　 ボランティア求む！

　熊本地震からもう早いもので一年が経とうとしよう
としています。あの地震以来、私の人生設計には当然
なかった日々を歩ませていただいています。しかし振
り返ると私の思いの中になかっただけで、神様の御手
が様々な場面にあったということを思わされます。ボ
ランティアの数は6000名を超え、日本中から世界中
から来てくださっています。
　多くのボランティア団体が撤退する中、いまだ多く
のボランティアの依頼があります。昨年末は被災して
初めてのクリスマスに、クリスマスケーキを約850個
仮設住宅の方々にプレゼントさせていただきました。
ケーキをお配りした各仮設で、夜はクリスマス会を実
施しました。益城町の復興課からの依頼で4つの仮設
住宅のコミュニティづくりのサポートをさせていただ
いています。年の初めは各仮設ごとにバスをチャー
ターして、日帰り温泉ツアーを行いました。
　私を含めて9名のスタッフで、熊本ベースで支援活

動を行なっていま
す。私たちの団体
の こ と を、『 キ リ
ストさん』と親し
みを込めて呼ばれ
ています。ぜひ引
き続き祈り支えて
いただくとともに、ボランティアに来ていただけない
でしょうか。ホームページやFacebookにて、情報発
信しています。

九州キリスト災害支援センター　
熊本ベースディレクター：中村陽志

公示：伝道団体連絡協議会　総会

日程：2017年4月7日（金）　午後2時～4時
場所：お茶の水クリスチャンセンター 415号室

事前に出席の有無をお知らせください。
欠席する場合は、委任状の提出をお願いします。
メールにてその旨お知らせください。
dendankyo.mail@gmail.com 役員一同
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伝団協　加盟団体の近況・祈りの課題

近況&
祈りの
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生
活
が
支
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。
特
に

北
朝
鮮
の
地
下
教
会
の
方
々
の
た
め
。

②
1
冊
で
も
多
く
の
聖
書
を
印
刷
し
、

聖
書
を
待
ち
望
ん
で
い
る
兄
弟
姉
妹
へ

届
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
。

③
マ
ン
ガ
聖
書
が
シ
リ
ア
難
民
、

キ
ュ
ー
バ
の
リ
バ
イ
バ
ル
で
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
必
要
な
方
々
へ
確
実
に
届

け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

ハ
ー
ベ
ス
ト
・
タ
イ
ム

①
4
月
か
ら
5
月
に
か
け
て
、
一
日
セ

ミ
ナ
ー
を
門
司
港
、
大
阪
、
東
京
の
3

か
所
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。「
一
日

で
分
か
る
千
年
王
国
論
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
す
。

②
ハ
ー
ベ
ス
ト
聖
書
塾
第
33
期
と
第
34

期
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
第

33
期
は
、
北
海
道
の
十
勝
で
7
月
開
講

で
す
。
第
34
期
は
、
沖
縄
で
10
月
開
講

で
す
。

日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構

①
世
界
の
飢
餓
貧
困
で
苦
し
ん
で
い

る
人
々
が
基
本
的
な
必
要
を
満
た
さ

れ
神
の
創
造
目
的
に
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
。

②
サ
ポ
ー
タ
ー
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い

チ
ャ
イ
ル
ド
に
サ
ポ
ー
タ
ー
が
与
え
ら

れ
る
よ
う
に
。

お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

セ
ン
タ
ー

①
フ
ラ
イ
デ
ー
ナ
イ
ト
を
中
心
と
す

る
、
定
期
集
会
が
守
ら
れ
用
い
ら
れ
ま

す
よ
う
に
。

②
建
物
の
維
持
管
理
が
守
ら
れ
ま
す
よ

う
に
。
経
済
的
な
必
要
も
神
様
が
備
え

て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

太
平
洋
放
送
協
会

①
ラ
ジ
オ
「
世
の
光
」、
テ
レ
ビ
「
ラ

イ
フ
・
ラ
イ
ン
」
を
放
送
し
て
い
る
各

宣
教
師
が
送
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
。

ワ
ン
ホ
ー
プ
（O

neH
ope

）

①
全
国
で
次
世
代
宣
教
が
よ
り
活
発
に

な
り
、
多
く
の
働
き
人
が
増
え
ま
す
よ

う
に
。

②O
neH

o
pe

が
良
い
ツ
ー
ル
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
教
会
を
支
援
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
に
。

③
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
主
と
共

に
、
主
の
た
め
に
生
き
て
、
全
身
全
霊

で
福
音
宣
教
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
に
。

東
京
プ
レ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー

①
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
も
っ
と
聖
霊
様
に

満
た
さ
れ
て
元
気
に
な
る
様
に
。

②
日
本
中
の
牧
師
さ
ん
が
T
P
C
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
奉
仕
に
用
い
ら
れ
る
様
に
。

③
女
性
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
が
１
０
０
名

に
な
る
様
に
。

④
礼
拝
、
祈
り
会
に
多
く
の
方
が
参
加

で
き
る
様
に
。

⑤
新
し
い
チ
ャ
ペ
ル
が
日
本
の
リ
バ
イ

バ
ル
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
様
に
。

B
.F.P. Jap

an

①
イ
ス
ラ
エ
ル
お
よ
び
中
東
に
、
聖
書

に
根
ざ
し
た
平
和
が
訪
れ
る
よ
う
に
。

②
テ
ロ
で
世
界
を
席
巻
す
る
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
が
、
主
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
。

③
世
界
の
５
人
に
一
人
の
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
が
、迫
害
下
に
あ
る
現
実
を
覚
え
て
。

④
B
F
P
の
物
資
支
援
を
通
し
て
、
さ

ら
な
る
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
関
係
が
構
築
さ

れ
る
よ
う
に
。

⑤B
.F.P. Japan

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
常

に
健
康
で
生
き
生
き
と
ご
奉
仕
で
き
る

よ
う
に
。

新
生
宣
教
団

①
迫
害
下
に
い
る
兄
弟
姉
妹
の
信
仰
と

お
祈
り
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
い
の
ち
を
守
る
会

こ
の
地
で
神
の
栄
光
を
現
わ
す
た
め
に
、

神
の
か
た
ち
に
創
造
さ
れ
た
尊
い
い
の

ち
が
軽
視
さ
れ
蔑
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
の
栄
光
が
汚
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
の

ち
の
初
め
で
あ
る
｛
小
さ
な
い
の
ち
｝

を
守
る
た
め
に
、
こ
の
年
も
頑
張
っ
て

い
ま
す
。神
を
知
ら
な
い
社
会
に
向
か
っ

て
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
8
月
第
一

週
に
、「
い
の
ち
の
行
進
」
を
し
ま
す
。

今
年
は
吉
祥
寺
周
辺
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん

是
非
協
力
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
伝
道
番
組

「
こ
の
指
と
ま
れ
」
が
、
世
界
の
人
々

に
聴
か
れ
る
よ
う
に
。

②
4
大
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実　

１
：「
こ
の
指
ド
ラ
マ
館
」　

２
：
＊
聖
書
ド
ラ
マ
「
イ
エ
ス
に

出
会
っ
た
人
々
」　

３
：
日
本
語
版
「
解
き
放
た
れ
た

人
生
！
」　

４
：
聖
書
・
名
作
朗
読　

B
iblica 

Yo
u versio

n LB

新
旧
約
。

③
同
労
者
（
出
演
者
）
現
在
11
人(

男

性
7
人
、
女
性
4
人
う
ち
女
児
1
人)

、

感
謝
。
更
に
参
加
を
。

④
伝
団
協
の
他
の
伝
道
団
体
と
、
宣
教

協
力
が
で
き
る
よ
う
に
。

Y
W
A
M

（
ユ
ー
ス
ウ
ィ
ズ
ア
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）

主
の
御
業
の
新
し
い
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

を
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ズ
ン
を

逃
さ
ず
、
主
の
御
声
に
聞
き
従
う
信
仰
が

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
、
ま
だ
教
会

の
少
な
い
地
域
に
出
て
い
っ
て
、
日
本
中

の
人
々
に
福
音
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
。
そ
し
て
、
日
本
か
ら
多
く
の

―
三
浦
綾
子
の
足
跡
を
訪
ね
て
」。
特

別
講
師
は
森
下
辰
衛
先
生
で
す
。
北
海

道
で
の
開
催
は
初
め
て
で
す
。
二
日
目

に
は
、
塩
狩
峠
や
三
浦
綾
子
記
念
文
学

館
、
美
瑛
の
四
季
の
丘
を
巡
る
バ
ス
ツ

ア
ー
も
あ
り
ま
す
。
北
海
道
の
諸
教
会

に
こ
こ
ろ
の
友
伝
道
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
道
内
外
か
ら
多
く
の
参

加
者
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
共
に
福

音
宣
教
に
押
し
出
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

日
本
聖
書
協
会

①
聖
書
の
新
翻
訳
事
業
が
祝
さ
れ
ま
す

よ
う
に
。

②
耳
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
「
手
話

訳
聖
書
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
が
一
日
も
早
く
全
巻

完
成
さ
れ
、
用
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

③
5
月
27
日
（
土
）
聖
書
ク
イ
ズ
王
決

定
戦
・
神
奈
川
大
会
が
祝
さ
れ
ま
す
よ

う
に
。

日
本
C
G
N
T
V

①
宗
教
改
革
５
０
０
周
年
を
向
か
え
、

日
本
C
G
N
T
V
で
は
「
神
の
御
前
に

聖
く
あ
れ
」
と
い
う
標
語
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
純
粋
で
聖
い
信
仰
の
原
点
を

指
し
示
す
、
良
い
放
送
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
に
。

②
東
京
ラ
ブ
ソ
ナ
タ
（
7
月
25
日
・
26

日
）
を
通
し
て
、
青
年
の
献
身
者
が
起

こ
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
家
族
に
伝
道

が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
れ
ば
と
企
画

し
て
い
ま
す
。
こ
の
集
会
が
日
本
の
宣

教
の
為
に
豊
か
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

ア
ジ
ア
ン
・
ア
ク
セ
ス

①
２
０
１
１
年
よ
り
の
「
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
計
画
」が
前
進
し
て
い
ま
す
。
感
謝
。

②
姉
妹
団
体
・
協
力
団
体
で
あ
り
、
母

体
で
も
あ
るA

sian access

が
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
福
音
化
の

前
進
の
た
め
に
。

③
牧
師
研
修
、
教
会
増
殖
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ニ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
働
き
、
そ
し
て
、
新
し
い
働
き
の

導
き
の
た
め
に
。

全
日
本
リ
バ
イ
バ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン

今
年
は
「
日
本
縦
断
リ
バ
イ
バ
ル
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
と
い
う
名
称
で
、
47
都
道
府

県
の
地
域
教
会
に
て
伝
道
集
会
を
行
う

計
画
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
教
会
に
精

一
杯
仕
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
願
い
、

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
、
音
楽
ゲ
ス
ト
、
音

響
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
、
チ
ー
ム
に
対

す
る
謝
礼
、
交
通
費
、
宿
泊
、
宣
伝

用
チ
ラ
シ(

５
０
０
枚
ま
で
は
無
料)

、

そ
の
他
の
経
費
を
全
日
本
リ
バ
イ
バ
ル

ミ
ッ
シ
ョ
ン
側
で
負
担
し
、
会
場
献
金

の
み
で
伝
道
集
会
を
開
催
し
ま
す
。
地

域
教
会
の
祝
福
と
、
新
し
い
方
が
集

い
、
救
い
の
時
と
な
る
よ
う
お
祈
り
下

さ
い
。

こ
こ
ろ
の
友
伝
道
全
国
連
合
会

第
64
回
全
国
大
会
が
8
月
28
日
か
ら

30
日
ま
で
、
旭
川
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
の
テ
ー
マ
は
「
私
を
変
え
た
愛

地
の
協
力
会
の
働
き
の
た
め
。

②
特
に
、
東
日
本
大
震
災
の
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
い
る
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の

協
力
会
の
経
済
が
祝
さ
れ
、
福
音
放
送

が
継
続
さ
れ
る
よ
う
に
。

③
良
い
番
組
を
作
り
続
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
、
番
組
が
用
い
ら
れ
て
、
救
い

に
至
る
方
が
起
こ
さ
れ
る
よ
う
に
。

④
P
B
A
の
働
き
の
た
め
に
祈
り
、
献

げ
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く
起
こ
さ
れ
る

よ
う
に
。

総
動
員
伝
道

①
白
岩
委
員
ご
一
家
が
ア
メ
リ
カ
に
移

住
。
早
く
落
ち
着
い
た
生
活
と
奉
仕
が

出
来
る
よ
う
に
。

②
新
し
い
委
員
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
。

③
Ｓ
Ｓ
Ｍ　

5
月
に
行
な
わ
れ
る
い
わ

き
市
で
の
ト
ラ
ク
ト
配
布
伝
道
。

④
Ｗ
Ｗ
Ｊ　

9
月
に
行
な
わ
れ
る
甲
州

街
道
歩
い
て
伝
道
。
参
加
者
が
与
え
ら

れ
る
よ
う
に
。

⑤
オ
フ
ィ
ス
で
持
た
れ
る
伝
道
塾
、
エ

リ
ヤ
の
読
書
会
が
主
に
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
。

日
本
華
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー

① 

カ
イ
ロ
ス
《
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
》

コ
ー
ス
：
聖
霊
の
豊
か
な
注
ぎ
に
よ
っ

て
、
よ
り
多
く
の
参
加
者
が
与
え
ら
れ

ま
す
よ
う
に
。

②

慕
良
先
生
の
聖
書
勉
強
会
が
各
地

で
豊
か
に
展
開
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

③
５
月
２
～
４
の
日
光
集
会
：
一
人
ひ

と
り
を
祝
福
し
、
兄
弟
姉
妹
た
ち
が
霊

的
に
成
長
し
ま
す
よ
う
に
。

④ 

盛
暁
玫
音
楽
巡
回
会･

伝
道
大
会
：
主
の
守
り
の
う
ち
、
豊
か

に
備
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。 

⑤
６
月
台
湾
短
期
宣
教
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

宣
教
チ
ー
ム
が
祝
福
さ
れ
、
実
り
多
く

あ
り
ま
す
よ
う
に
。


